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複数文化接触領域の人文学 班長 田中雅一11月5日 「インド・イスラームと 「複数文化接
今年は,本 研究班の実質2年 目に当たる。初年に 触」:ス ーフィズムを通 して」
引き続 き参加者の個別発表と 『カーブル』の会読と 二宮 文子
いう2本 立てを柱に活動 した。具体的な報告内容に コメンテーター:東 長 靖
っいては本研究班のホームページを参照 して欲 しい。11月19日 「「カーブル」会読7」(pp.63-73)
この研究班 は人文学国際研究センターの拠点プロ 神本 秀爾(会 読)
ジェク トでもあることか ら,セ ンター主催の国際シ12月3日 「日本考古学の文化領域論 一 土偶の型
ンポや講演会 も重要な活動の一部をなす。また,研 式論をめぐって」 磯前 順一
究会の成果の一部 は 「コンタク ト・ゾーン』誌公刊
という形で公表 した。 移民の近代史 一 束アジアにおける人の移動
研究会記録(2007年)班 長 水野直樹
1月15日 「ヴェーダの 「発見」 古代と現代と19世 紀後半から20世 紀前半の時期,東 アジァに
の接触」 藤井 正人 おいて様々な理由 一 世界資本主義 システムへの包
2月19日 「接触領域における暴力の記憶 一 台湾 摂,日 本帝国の膨張,各 地域の社会的変動など一
先住民族タイヤルと日本人」 から,大 規模な 「人の移動」が生 じた。しか し,こ
中村 平 の問題についての研究は,各 国 ・地域別に論 じられ
5月14日 「接触領域 におけるミメーシス 南イ る傾向があり,総 合的に考察されることは少なかっ
ンドの商業移動民ヴァギリの信仰変容 た。 本共同研究(2006年4月 一2009年3月)は,
をめ ぐって」 岩谷 彩子 主に日本,朝 鮮,中 国など各地域問の人の移動とそ
5月21日 「"輸入"さ れた食品でローカル ・アイ の原因を検討 し,人 の移動の歴史的意味を考察する
デ ンティティを構築する一 日本の小 ことを目的として,歴 史学(日 本史 ・朝鮮史 ・中国
豆島で創り出されたオ リーブの伝統」 史など),地 理学,社 会学,経 済学など諸分野の研
ティナ ・ペネワ 究者の共同研究として運営 している。
6月4日 「接触領域としてのプ リント布 一 束ア
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研究会記録(2007年)人 ・中国人労働者が従事 した建設工
1月13日 「長期の19世 紀 アジアを求めて 一 帝 事」(京 都市 左京区比叡 山ケー ブル
国 ・ネットワーク・自由貿易」 カー ・ロープウェイなど)
籠谷 直人12月8日 「華僑史研究の動向と論点」
「米軍政期における在朝中国人の移動 籠谷 直人
に関する研究」 李iE煕 「植民地下新義州朝鮮i華僑について 一
2月10日 「朝鮮人渡航管理 と 「渡航阻止制度」1920年 ～1936年 」 宋 伍強
一1920年 代後半を中心に」
福井 譲 虚構と擬制 一 総合的フィクション研究の試み
「戦後 日本社会 と満洲引揚者,中 国帰 班長 大浦康介
国者」 蘭 信三3年 目にあたる2007年 は,サ ブカルチャー,天
3月!0日 「「文化政治」初期(1919～1924年)皇 制,心 理学/精 神分析,人 類学,歴 史叙述等 と
の政治空間と在朝日本人」李 昇樺 フィクションとの関係を探 った。また11月 には
「在満朝鮮人の映画受容 「満鮮 日 「西洋のフィクション ・東洋のフィクション」 とい
報」の巡回上映をめぐって」 うテーマで国際シンポジウムを開いた。
金 麗實 研究会記録(2007年)
5月12日 「在満朝鮮人の就籍問題 と創氏改名」1月15日 「ゴシック ・ロリーター ファッション
水野 直樹 のなかの"CoolJapan!"」
「東北アジアにおける華人移動の変遷」 小野原教子(兵 庫県立大学)
上田 貴子2月5日 「近代日本 と神武天皇の顕彰」
6月16日 「満洲移民の戦後経験 と地域社会:岐 高木 博志
阜県の事例を中心に」 猪股 佑介2月19日 「プロレスの 「虚実」 をめぐる二,三
(書評)山 本有造編 『「満洲」記憶と歴 のことがら」 師 茂樹(花 園大学)
史」(京 都大学学術出版会)3月4日 「擬制(フ ィクション)と しての課徴
安岡 健一 金」 石岡 克俊(慶 鷹大学)
7月8日 「戦時期華北 ・華中の朝鮮人」3月19日 「鏡,分 割,規 範 ピェール ・ルジャ
宮本 正明 ンドルにおけるフィクション」
(書評)米 山裕 ・河原典史編 「日系人 橋本 一径(東 京大学 ・博士課程)
の経験 と国際移動』(人 文書院)4月23日 「心理療法 における表象 と表象不可能
竹沢 泰子 ・水野 直樹 性」 大山 泰宏(京 都大学)
9月15日 「在満朝鮮人共産主義者の革命観と民5月21日 「フィクションとデモクラシー一 理論
族観 一 南満における中国共産党内部 と実践」 セバスチャン・ヴェグ
の民族問題を中心に」 金永 哲(香 港CEFC)
「韓国における戦時動員調査活動につ6月4日 「虚構の中の真理 一 ディドロ 『運命論
いて一 強制動員被害真相糾明委員会 者 ジャックとその主人」をめぐって」
の報告書を中心に」 李 昇煙 王寺 賢太
10月13日 「台湾を経由して華南地方に渡航 した6月18日 「Fictionか らfixionへ 一 精神分析 は
朝鮮人 「慰安婦」たち」 藤永 壮 フィクションについて何を語れるか」
「戦時期における朝鮮人渡航管理政策 立木 康介
について」 福井 譲7月9日 「フィクションの生態学 一 ベイ トソン
ll月10日 フィール ドワー ク 「1920年代朝鮮 の思考を手がかりに」 田辺 明生
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10月15日 「ケーテ ・ハ ンブルガー 「文学の論理」 研究会記録(2007年)
を読む」 久保 昭博1月20日 『難波鉦』輪読 「手詰」 廣瀬千紗子
11月5日 国際シンポジウム 「西洋のフィクショ 「女節用集再考」 横山 俊夫
ン・東洋のフィクション」2月3日 『難波鉦』輪読 「印問答」 深澤 一幸
「フィクション能力か らフィクション2月17日 『難波鉦』「初冠」倉島訳稿補訂 全員
の諸芸術へ」 同 輪読 「大番」 後藤 静夫
ジャン=マ リー ・シェフェール3月10日 『難波鉦』輪読 「納戸」 遠藤 彰
(EHESS)同 「後連」武田訳稿補訂 全員
「歴史からフィクションヘ ー 近代中国3月24日 『難波鉦』輪読 「二字論」 岡田 暁生
文学成立の諸問題」 同 「二重腰」山極訳稿補訂 全員
セバスチャン・ヴェグ(CEFC)4月21日 島津記念館見学,報 告書打合せ 全員
「現代小説とフィクションの変容 一 プ5月12日 「京大国史の 「民俗学」時代 一 〈文化
ルース トの場合」 史学〉の魅力と無力」 菊地 暁
ユアナ ・ヴルトゥア(EHESS)5月19日 「劉 火玄の説得力」 古勝 隆一
「私小説とフィクション」 大浦 康介6月2日 「難波鉦』輪読 「枕箱」 菊地 暁
11月19日 「「共同体の物語 り」 とフィクション」6月30日 「千里眼者あるいは表象の多様」
森 明子(国 立民族学博物館)田 中祐理子
12月3日 「共和制 「末期」 というフィクション 「文明と文字の発展 一 及び東南亜細亜
をかたる」 鷲田 睦朗 に於ける文明成立と文字に就いて」
(大阪国際大学非常勤講師)セ ルゲイ ・ラプチェフ
12月!7日 「擬制 としてのグルジア義賊」9月29日 『難波鉦』輪読 「埋火」 横山 俊夫
伊藤 順二 「清末日本で覗かれた趙飛燕姉妹」
深澤 一幸
文明と言語 班長 横山俊夫10月27日 「難波鉦』輪読 「品定」 古勝 隆一
当研究班は,文 明化過程において言語 という社会 「幹細胞研究の新聞記事の分析」
媒体がどのように変容するか,そ の諸相を前近代の 川上 雅弘
文芸か ら現代科学にいたる多様な分野から検討 しよ11月10日 『難波鉦』輪読 「火廻」 斎藤 清明
うとの意図で2002年 度に発足。2007年3月 に当初 「〈貞節〉 から く夫婦愛〉へ 一 明治の
予定 した5年 間の活動 を終え,整 理期間としての 浄瑠璃 『壼坂霊験記』の読まれ方」
2007年 度には,16回 の研究班会合のほか,報 告書 ゲス ト:細 田明宏氏
執筆に精進 した。また,い わば副産物 として次の報ll月16日 「寄生 と共生 一 松枯れを通 して考え
告書や提言が,班 員の言語意識を背景に生まれた。 る」 ゲス ト:二 井一禎氏
1)『 難波鉦 一 松之部抄」(共 同研究拾遺 一 続編11月30日 「東アジア漢字文化圏における文字と
2007.12),2)『 京都提言2007/KyotoProposals文学」 金 文京
2007』(共 編,和 英両文2007.12),3)『 第9回 京「語りの表現 と時間一 太夫は何故演奏
都大学国際 シンポジウムー 人間の安全保障のため 時間を気にするか」 後藤 静夫
の地球環境学/中 間報告書』(共 編 和英両文2007.12月15日 「口と手の関係 身体表現のベイシッ
12)。 また,次 の催事の企画 も,当 研究班の活動の クス」 ゲス ト:野 村雅一氏
一端を反映 したものである。1)「 小さな写真展」 「マンチェスターの太極拳」倉島 哲
法然院(2007.8-9),2)「ゲノムひろば」大阪12月22日 『難波鉦」輪読 「衣かづき」
OMMビ ル(2007.10)。 深澤 一幸
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同 「一時雨」 遠藤 彰 「人形浄瑠璃の大道具」 後藤 静夫
なお,『 人文学報」Vol.95彙 報には,当 研究班の11月18日 『難波鉦』校訂 「釣針」 古勝 隆一
2006年 の活動概要のみが掲載 され,研 究会記録が 「今西錦司の 〈言葉〉」 斎藤 清明
漏れておりました。余儀な く以下 に掲げます。12月16日 「ゲノムを語ることば」 加藤 和人
研究会記録(2006年)「 遊女文化源流考」 荒牧 典俊
1月21日 「難波鉦 一 梅之部抄」製本打合せ
全員 人種の表象と表現をめぐる学際的研究
2月4日 「余録 金沢の浦上四番崩れ」 班長 竹沢泰子
後藤 静夫 本研究班の主 たる研究成果は,2008年 度,京 都
「「難波鉦』と色道諸分文学」 大学国際シンポジウム開催と本の出版という形で行
廣瀬千紗子 う予定である。本年は,そ の成果発表に向けて,全
2月17日 「山本序周の 「絵本故事談』」 体の理論的枠組みづ くりと執筆分担者の個別の研究
横山 俊夫 を進化させることに力を注いだ。本研究班の狙いが,
「音楽批評家だった哲学者」 表象を実態と照 らして批判するという古典的表象研
岡田 暁生 究にとどまるのではなく,人 種の実在性をリアルに
3月3日 「中井桜洲の紀行詩について」 感 じさせる,表 象のエージェンシーとしての役割に
深澤 一幸 注目することを再確認 した。 ジェンダーやセクシュ
3月13日 『難波鉦』輪読 「忍付」 田中祐理子 ア リティとの交錯 にかん しては,形 質人類学から映
「カンボジア文明の起源」 画評論に至るまで関係するゲス ト・スピーカーを1
セルゲイ・ラプチェフ 月か ら12月 までの間に4名 招 き,研 究班の射程を
5月8日 「山本序周論」 横山 俊夫 広げる努力をした。9月 には執筆予定者が集まり合
「技を語る言葉」 倉島 哲 宿を行 って,互 いの第一草稿の合評会を行 った。
5月27日 「君臨の条件」 岡田 暁生 研究会記録(2007年)
「感染を語る言葉」 田中祐理子1月13日 「再考:西 洋美術における異邦人表現
6月3日 「浄瑠璃語と標準語」 細田 明宏 の伝統 一 〈東方三博士の礼拝〉図像
「進化物語の空隙としての生態学の舞 をめ ぐって」 高階絵里加
台」 遠藤 彰 「植民地から 〈人種〉を再考する一 ア
6月17日 伊丹市旧岡田家住宅ほか見学 全員 ン ・ス トーラーによる試み」
7月1日 「万の文反古」 廣瀬千紗子 水谷 智,永 渕 康之
「覗き見の復権」 深澤 一幸1月14日 「アフロ系子孫のアイデ ンティティ創
8月4日 尻叩会 報告書作成準備会 全員 生は可能 か?チ ャベス再選後 のべ
「狩蜂をどのように語るか一 第3部 」 ネズエラにおける民族運動」
遠藤 彰 石橋 純
「感染をかたる言葉(続)」 田中祐理子 「保守 『科学』と 『人種差』「性差』論
「山本序周論(続)」 横山 俊夫 叢」
「技を語る言葉(続)」 倉島 哲 瀬口 典子(ゲ ス ト:モ ンタナ大学)
9月30日 鉦叩会 『難波鉦』校訂 「初冠」3月10日 「日本映画のイデオロギー分析一1930
倉島 哲 年代の女性表象を中心 として」
10月14日 同上 「初冠」(続)倉 島 哲 宜野座菜央見(ゲ ス ト:鶴 見大学)
「音楽の起源」 山極 寿一4月13日 「再び 〈人種〉 を問 う:用 語 と人類学
ll月4日 「珠算算法の言語力」 武田 時昌(者)」 スチュァー ト ヘ ンリ
152一
彙 報
「〈混血〉研究の系譜学 一 日本におけ て」 高階絵里加
る人類学 ・人類遺伝学と人種主義(経 「虚ろな表情の ドイッ人 一 ナチスの農
過報告)」 坂野 徹 民表象をめ ぐって」 藤原 辰史
4月14日 「映画 〈人間みな兄弟〉 をめぐる部落 「混血と適応能カ ー 日本における人種
問題の表象」 黒川みどり 研究の系譜学」 坂野 徹
「今後の予定と共同研究の問題提起」 「「顔が変る」一 朝鮮植民地統治 と朝
竹沢泰子,出 席者全員 鮮人の 「見分け」」 李 昇樺
5月18日 「〈哀れなカッフェイ〉とは何者か?一 「もうひとっの 「ネルソンの死」一 黒
黒い肌のチャーティス ト」小関 隆 人 と女性 はなぜ描 き加 え られたの
「各章の構成 とキーワー ド『人種表象 か?」 井野瀬久美恵
とリア リティ』」 執筆者全員 「アフロ系子孫の民族創生とメディア
6月29日 「「ネルソンの死」 と 「イングランドの 戦略 一 チャベス政権下ベネズエラに
偉大さの秘密」の間 一 黒いヴィクト おける人種主義と多文化共生」
リア朝人再考」 井野瀬久美恵 石橋 純
「アメリカスポーッ界 における人種主11月10日 書評 貴堂嘉之翻訳 ロバー ト・リー
義 一 ジョン・ホバマ ン著 『アメ リカ 著 「オ リエンタルズ』 石川 禎浩
のスポーッと人種」の出版 とその反響 「虚ろな表情の 「北方人」一 「血と土
を中心 に」 川島 浩平 の芸術」の農民表象をめぐって」
7月20日 「チャベス政権下ベネズエラにおける 藤原 辰史
多文化主義と人種主義」 石橋 純12月15日 ディスカッション 加藤和人論文 ・李
「ヒトゲノム研究 と人類の多様性 科 昇樺論文
学が社会と出会 うとき」 加藤 和人 「1970代 からの表象理論の趨勢 にっい
「「人種 とゲノム」の今 一 アメ リカ合 て」 斉藤 綾子
衆国における最近の議論をめぐって」(ゲ ス ト:明 治学院大学)
竹沢 泰子
7月21日 「「民族」の展示の現在,2007」 啓蒙の運命 系譜学の試み 班長 富永茂樹
吉田憲司(ゲ ス ト:民 博)2007年 の 『啓蒙の運命』共同研究班は18回 の研
「植民地朝鮮の医学者 ・医者と人種論」 究会を開催 し,20世 紀における18世 紀 ヨーロッパ
李 昇嘩 思想史 ・文化史研究 と諸々の 「啓蒙」論をふ りか
9月28～30日 「多文化主義が去 った後に アジ えった初年度と,主 に19世 紀 ヨーロッパにおける
ア系アメリカ人アーティス トたちの抵 「啓蒙」の受容のありさまを見なおした第2年 度の
抗 と自己表象」 竹沢 泰子 共同研究の延長線上に,1)19世 紀から20世 紀に
「映画 「橋のない川』 にみる部落問題 かけての世界における 「啓蒙」の受容 ・変形 ・批判
表象」 黒川みどり の諸相の検討,2)18世 紀 ヨーロッパのいわゆる
「「哀れなカッフェイ」 とは何者か?「 啓蒙」の時代の再検討の2っ を主要な課題 として
黒い肌のチャーティス ト」小関 隆 進められた。この前者にっいては,と りわけ日本を
「「黒人アスレティシズム」 という幻想 含むアジア,あ るいはロシア,ユ ダヤ人共同体と
日本人 にとっての人種観 ・イメー いったヨーロッパか ら見た周縁において 「啓蒙」の
ジと運動能力」 川島 浩平 名で呼ばれる現象の理解 と,ヨ ーロッパ における
「西洋美術における異邦人表現の伝統18世 紀か ら19世 紀の転換点に現れた 「啓蒙」 とそ
一 〈東方三博士の礼拝〉図像をめぐっ の後の連続性と断絶性の理解とが焦点となった。こ
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の過程で,「 百科全書』 研究で知られるパ リ第十大 の歴史叙述パラ ドクス」(コ メント:
学のマ リー ・レカ=ツ ィオ ミス教授や,ロ シアと 橋本伸也)セ ルゲイ ・カルプ
ヨーロッパの文化的交渉史を専門とする,モ スクワ6月15日 「啓蒙 と革命 一 「哲学者 たち」の運
世界史研究所のセルゲイ ・カルプ教授らをゲス トに 命」 桑瀬章二郎
招き,活 発な議論を持つことができたのも実に喜ば6月22日 「『合理的な選択」仮説 と啓蒙の知性観
しい経験であった。 をめぐって」 長尾 伸一
2007年 の夏期休暇前まで,20世 紀から18世 紀に7月6日「ユダヤ的記憶の解体 と再構成」
遡るかたちで展開された 「啓蒙」の系譜学的探究は,向 井 直己
共同研究に参加する班員の共通了解の地平を作 り出7月21日 「非欧世界における啓蒙の位相 一 主
すためのものであったが,後 期か らは,共 同研究の 題 ・方法 ・担い手をめ ぐって」
成果報告を念頭に,そ れぞれの班員が自らの個人研 山室 信一
究を発表する段階に移行 している。多様な関心を持9月21日 「トクヴィルと啓蒙」 富永 茂樹
つこれ らの個人研究は,1)18世 紀の思想を同時10月5日 「ルイ ・パ ス トゥール と"啓 蒙 の運
代の社会史 ・政治史とつきあわせながら新たな解釈 命"」 田中祐理子
を提示する試み,2)「 啓蒙」 に近代の政治や社会10月12日 「革命前 グルジア農村における啓蒙活
の基本構想を生み出 した起源を認め,そ れが19世 動:週 刊 「轍」紙上にみる」
紀以降どのように批判されっっ受容されていったか 伊藤 順二
を明 らかにする試 み,3)近 代の諸学(医 学 ・法11月2日 「文人の世紀 一 北学派か ら薫葭堂へ」
学 ・社会学など)や,そ れ らの諸学への批判をはら 高橋 博巳
む知的な革新(精 神分析など)が,「 啓蒙」 ととり11月16日 「ラカンの 「カントとサ ド」 をめぐる
もっ関係を明らかにする試みの3っ に大別すること 三っの思想史」 立木 康介
ができる。これらの個別研究の交錯からは,互 いの11月30日 「コンドルセからコントへ 啓蒙の転
視点を補いっっ,全 体としてヨーロッパの18世 紀 換」 北垣 徹
との関係において20世 紀にいたる世界史を読みな12月7日 「パー トナー交換か ら 「法的に倫理的
おす,新 たな思想史的な展望が開けることが期待さ な愛」へ 一 モーツ ァル ト・オペ ラに
れよう。 おける恋愛啓蒙の運命?」 岡田 暁生
研究会記録(2007年)
1月19日 「十八世紀前半 ドイツ文学(現 象)に 近代古都研究班 班長 高木博志
おける 「快楽の活用」の言説」 「古都」とは,天 皇がいな くなった 「旧都」(も と
田邊 玲子 のみや こ)で ある。1869年 の東京 「璽都」(て ん
2月2日 「ヘーゲルと 〈啓蒙〉一 〈知〉のリミッ と)に よる天皇の畿内よりの離脱は,古 代から近世
トをめぐって」 佐藤 淳二 をつらぬく王権の基盤を編成替えする日本史上の事
2月16日 「啓蒙の時代と証券投資」 坂本優一郎 件であり,奈 良 ・京都 という古都形成の起点となる。
3月2日 「『百科全書』 と同時代の辞典」 さて 「近代古都研究」班は,「 近代京都研究」班
ゲス ト:マ リー ●レカ=ツ イオ ミス(2003-2005年 度,丸 山宏班長)を 発展させ,歴
3月16日 「ゼーヴ・シュテルンヘルによる反啓 史学 ・建築学 ・造園学 ・美術史などの諸分野の研究
蒙の系譜学」 上田 和彦 者による総合的な研究をおこなっている。「歴史 と
4月20日 「東アジア世界の科学啓蒙」 都市」をひとっの手がかりとして,京 都のみならず,
武田 時昌 奈良 ・首里 ・伊勢や地方城下町 といった 「近代古
5月11日 「ロシアの啓蒙君主制 と啓蒙の哲学者 都」を研究対象にしている。
たち一20世 紀後半におけるいくつか 「古都」 は近代に生みだされたものであり,そ の
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言葉は古都保存法(1966年)以 降の戦後社会 に定 一 古都の整備に関連 して」
着する。2003年 に大津が古都保存法で指定(10番 山上 豊
目)さ れ,金 沢等の城下町 も対象 として考えられっ 「壬申宝物調査 と法隆寺の宝物献納」
つある。また冠せられた 「古都」というイメージと 吉井 敏幸
都市行政のめざすものは,必 ずしも一致 したわけで4月21日 「定住と漂泊の能役者 一 都市の境界と
ない。「近代京都研究」班で明らかになったように,「 庭」」 小野 芳朗
っねに工業 ・産業振興を行政の基盤におく京都府や 「大阪天神祭の変容 と都市空間一 都市
市の姿勢があったことなど,そ の理念と実態には歴 祭礼の近代」 中嶋 節子
史的にズレがあった。 したがって研究会では大わく5月19日 書評会:高 木博志 『近代天皇制 と古
で,「 古都」(園 田英弘氏のいう 「みやこ」 の王宮 都』 小林 丈広 ・井上 章一
性 ・首都性 ・都会性)と みなされている場を対象 と6月16日 「最後の朝廷 幕末の京都 と慶喜政
し,近 世から現代までのスパンで,学 際的に自由な 権」 奈良 勝司
議論を重ねてきた。 「蔵書,そ の時代 の過 ごし方 一 「満
近世史について も,「 古都」 の多様性を考える上 洲」に遺された書物を中心に」
で も,そ のあり方の解明は不可欠である。研究会を 岡村 敬二
重ねるなかで,日 本における 「古都」論を考えてゆ6月30日 談話会:女 性からみた町家住まいと祇
けたらと思 う。また将来的には慶州や西安などのア 園祭 小島富佐江 ・秦 めぐみ ・
ジアの古都やヨーロッパの古都にっいても研究の射 池上 英子 ・伊從 勉
程にいれてゆきたい。7月21日 フィール ドワーク 「洛中御霊社巡 り
今年度 は,と くに近代の学知である文献研究 と(今 宮神社,白 峰宮,晴 明社,幸 神社,
フィール ド調査(巡 見)を 連関させるべ く,洛 中御 上御霊社など)」 案内者 廣瀬千紗子
霊社巡 り,金 沢,元 興寺 ・奈良公園,京 都御苑など10月13-14日 フィール ドワーク 「金沢(石 川県
の実地で研究会を行 った。 立歴博,護 国神社,旧 楷行社など)」
班員 岩城卓二,金 文京,高 階絵里加,谷 川穣,案 内者 本康 宏史
水野直樹(以 上,所 内),秋 元せき,飯 塚一幸,井 書評会:橋 本哲哉編 『近代日本の地方
上章一,井 原縁 伊從勉,内 田和伸,大 場修,岡 村 都市』 高木博志 ・原田敬一 ・
敬二,長 志珠絵,小 野健吉,小 野芳朗,河 西秀哉,小 林丈広 ・田中智子 ・谷川 穣
桐浴邦夫,工 藤泰子,黒 岩康博,小 林丈広,清 水愛11月17日 フィール ドワーク 「奈良(元 興寺,
子,清 水重敦,鈴 木栄樹,HenrySrnith,高 久嶺 大乗院跡,奈 良博,旧 県庁など)」
之介,田 島達也,田 中智子,谷 山正道,中 川理,中 案内者 吉井 敏幸
嶋節子,並 木誠士,奈 良勝司,羽 賀祥二,幡 鎌一弘,「 西南雄藩と大和 一 生駒市域の古文書
原田敬一,日 向進,廣 瀬千紗子,福 井純子,福 島栄 調査をもとに」 谷山 正道
寿,藤 原学,丸 山宏,毛 利紫乃,本 康宏史,山 上豊,12月15日 フィール ドワーク 「京都御苑(閑 院
山田誠,山 田由希代,吉 井敏幸,吉 田栄治郎 宮邸跡,旧 九条家拾翠亭など)」
研究会記録(2007年)案 内者 小沢 晴司
1月13日 「〈京都:今 と昔〉一 京都の近代を留(京 都御苑管理事務所)
学生に教える一提言」 「近代京都における都市計画事業の計
r
ヘンリー ・スミス 画主体をめ ぐって」 中川 理
「「趣 味」か ら 「土 俗学」へ 雑 誌 「歴史遺産空間 と地域社会 一 栗林公園
『郷土趣味』の展開」 黒岩 康博 と城下町都市高松」 井原 縁
3月17日 「近代奈良の地域形成 と名望家の動向
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空間の再審 一 人文 ・社会科学の新基軸を求めて一 ある。1年 目となる2007年 度は,芸 術,政 治,経
班長 山室信一 済,社 会,思 想のさまざまな分野において第一次世
空間とは,時 間とともに人間が自己と他者にっい 界大戦がどのような位置を占めるのか,問 題を提起
て認知 していくための不可欠な枠組みであり,人 間 してもらい,そ の共通点 と相違点を探 った。また,
とその社会のありかたを追求すべき人文 ・社会科学HewStrachen(ed.),TheOxfordIIIustratedHis一
においては,明 確な概念規定に基づく体系化が要請toryoftheFirstWorldWarの輪読を通 じて,研
されている。 しかしながら,欧 米近代の人文 ・社会 究会の議論の基盤を構築するよう努めた。2007年
諸科学においては,時 闇こそが基軸 となってお り,度 の発表内容は以下の通 りである。
空間そのものを対象 として捉えることに必ず しも成 研究会記録(2007年)
果を挙げてきたわけではない。 しかも,グ ローバ リ4月28日 「第一次世界大戦研究のスコープ ー 世
ゼーションの進行の中で空間の把握は時間や速度に 界性 と総体性の二重性をめぐって」
よって置き換えられっっある。 しかし,グ ローバル 山室 信一
化によって生活様式の平準化が進めば進むほど,機5月28日 「音楽史にお ける第一次大戦の 「前」
構や生態などの地理的条件,都 市や建築などの空間 と 「後」」 岡田 暁生
形式の差異のありかたこそが,人 問観 ・社会観そし6月9日 「ヨーロッパ統合の遠い端緒 一 第一次
て世界認識のありかたをますます規定していく可能 大戦,米 国,J・ モネ」 遠藤 乾
性もまた否定できない。6月25日 「錘壕の虚妄一 アイルランドから第一
この共同研究では,自 然環境 と人間活動の関係や,次 大戦を見 る」 小関 隆
生活空間としての都市 ・建築などの形成のされかた,7月15日 「1914年 と1877年 を分かっ もの 第
そしてさらにそれが世界認識 としていかに把握され 一次大戦は最終次露土戦争か?」
てきたか,と いった学知と実践知そのものを再審に 伊藤 順二
付 し,そ こか ら新たな人文 ・社会科学の基軸を析出7月23日 「言語不信の文学 一 フランス戦争小説
していくことをめざ した。本年は,建 築 ・海域世 における口語文体」 久保 昭博
界 ・生態などの各種空間および空間の学知形成史に9月24日 「認識 と決断 文化をめぐる知と政治
ついてフィール ドワークを通 じて,本 研究班の活動 第一次大戦前後の ドイッを中心に」
を総括 した。 王寺 賢太
研究会記録(2007年)10月13日 「古典主義運動と不定形なもの一 第一
2月5日 「「空間 の再 審』を再審 する」および 次世界大戦期前後のフランス文学」
フィール ドワーク 菊地 暁 森本 淳生
2月18日 一19日 空間 に関す る学知形成史 の10月29日 「ヨーロッパ における第一次世界大戦
フィール ドワーク 関連モニュメント,資 料紹介」
山室信一 ・早瀬晋三 ・ 山室信一 ・坂本優一郎 ・藤原辰史
谷川 穣 ・坂本優一郎11月18日 「比米 日三角関係史のなかの第一次世
3月11日 一13日 海域世界および,科 学技術と空 界大戦 一 日米戦争へと至 る道」
間の関係についてのフィール ドワーク 早瀬 晋三
山室信一 ・谷川 穣 ・坂本優一郎11月25日 「食糧戦争 一 「カブラの冬」の教訓」
藤原 辰史
第一次世界大戦の総合的研究に向けて12月10日 「戦争神経症 は精神分析に何をもた ら
班長 山室信一 ・岡田暁生 したか」 立木 康介
第一次世界大戦のインパ クトの内実を,戦 後世界 ◎人文研 アカデ ミー 「第一次世界大戦 と芸術」
を視野にいれっっ模索することが本研究班の目標で5月17日 「トラウマ 第一次世界大戦を体験 し
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た 作 曲 家 た ち 」 岡 田 暁 生 大 島 智 靖
5月24日 「危 機 と再 生 一 秩 序 の 回 復 へ」2月16日(報 告 会11)
高 階 秀 爾Vidarbha,DaksinaKosala,North
5月31日 「イ タ リ ア 無 声 映 画 の 栄 光 と 没 落 一Benga1一 近 年 の遺 跡 発 掘 状 況 を 中心
ジ ョヴ ァ ンニ ・パ ス トロ ー ネ 『カ ビ リ と して 横 地 優 子
ア』(1914)を 巡 って 」 石 田 美 紀6月1日(報 告 会12)
6月7日 「ダ ダ と戦 争 一 チ ュ ー リ ッ ヒか らパ リPurusamedha,Vastupurusa,Manas一
へ 」 塚 原 史arapurusa:Theoryandmaterialev-
◎ レ クチ ャ ー コ ンサ ー トidencefortheVedicAgnicayana
ll月27日 「1912/1939-2っ の 『世 界 大戦 前 夜 」/Altar,hurnansacrifice,construc-
2つ の ピ ア ノ ソ ナ タ」tionsacrifice,andthe`Manofthe
岡 田暁 生 ・小 坂 圭 太Homestead'(Vastupurusa)inan-
cientIndia,HansBakker
王 権 と儀 ネL班 長 藤 井 正 人6月15日(総 括)
本 共 同 研 究(2005年4月 一2009年3月)は,王 これ まで の 会 読 の ま と め と,こ れ か ら
権 と儀 礼 と の 関 係 を 古 代 イ ン ドの王 権 儀 礼 を中 心 に の 研 究 の 進 め方 藤 井 正 人
研 究 す る こと を 目的 と して い る。 ヴ ェー ダ文 献 を基6月29日(報 告 会13)
礎 資 料 に して い るが,イ ン ド学 の諸 分 野 の ほか,歴 南 ア ジ ア に お け る2つ の文 明 社 会 一
史 学,考 古 学,美 術 史,人 類 学 な どの複 数 の視 点 か イ ンダ ス文 明 とガ ンガ ー文 明
ら資 料 を分 析 す る と と もに,さ まざ ま な 時代 と地 域 上 杉 彰 紀
にお け る王 権 と儀 礼 に関 わ る問 題 を 比較 研 究 の対 象11月2日(報 告 会14)
と して い る。 ベ ンガ ル の 詩 的 言 語 吟 遊 詩 人 バ ウ
隔 週 に 開 い て い る研 究 会 で は,会 読 と報 告 を ほ ぼ ル と古 ベ ンガ ル語 の 仏教 賛 歌 集 チ ャル
交 互 に行 な って い る。 会 読 で は,ヴ ェー ダ祭式 文献 ヤ ーパ ダ 北 田 信
の 中 か ら王 即 位 式(ラ ー ジ ャ ス ーヤ)に 関 す るす べ11月!6日(会 読14)
て の箇 所 を 読 解 し,こ の儀 礼 に関 す る全 資 料 の訳 注Vadhula-Srautasutra10,7,21-42
と研 究 を め ざ し,現 在,約4分 の3の 検 討 を終 え て 横 地 優 子
い る。 報 告 にっ いて は,今 年 度 は これ まで にイ ン ド12月21日(報 告 会15)
中世 史,考 古 学,言 語 学,ヴ ェ ー ダ祭 式 学 か らの 報 ヴェ ー ダ祭 式 体 系 に お け る王権 儀 礼 の
告 を受 け た 。 来 年 度 は,会 読 で は残 り部 分 の読 解 を 発 展:
終 え た後,出 版 に 向 けて 作 成 資料 の編 纂 を行 な う予Rajasuya-Asvamedha-Purusa一
定 で あ る。 報 告 で は,論 文 集 の 原 稿 作 成 に 向 け てmedhaSarvarnedha手 嶋 英 貴
個 々 の研 究 に検 討 を加 え る と と もに,会 読 の成 果 を
さ ま ざ ま な角 度 か ら分 析 す る こ とを予 定 して い る。 人文 研 探 検 班 長 岩 城 卓 二 ・菊 地 暁
研 究 会 記 録(2007年)本 研 究 班 は,ま もな く80周 年 を 迎 え る人 文 研 の
1月19日(報 告 会10)歴 史 を,基 礎 的 デ ー タ に基 づ いて 検 証 し,日 本 の人
ThePahlaviBundahishnandthere一文 ・社 会 科 学 の あ り方 を 再 検 討 す る試 み で あ る。 本
lationshipbetweenIranandthe一研究 班 の 対 象 は,人 文 研 の活 動 に よ り産 み 出 され た
East.DaryooshAkbarzadehさ ま ざ まな プ ロ ダ ク トで あ るが,大 別 して,1)人
2月2日(会 読13)文 研 の 研 究 者 に よ り執 筆 さ れ た著 作,2)人 文 研 が
Vadhula-SrautasutralO,6,43-7,20擁した 人 的 資 源,3)人 文 研 の活 動 に よ り集 積 され
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た資料群,4)い わゆる 「共同研究」スタイルか ら たのが,近 代ヨーロッパの東漸を契機 とする条約概
「カー ド・システム」といったさまざまなレベルの 念の浸透であった。中心から離れていても 「中心を
方法的蓄積,が ある。これらを相互に連関させつつ,意 識する集団」としての 「華僑」像が創造 された。
時代状況との相関において把握す ることが本研究班1842年 の南京条約は,主 権,人 民,領 土を規定 し,
の課題となる。本年は初年度であり,基 礎的データ 国家概念を東アジアに持ち込んだ。1844年 にイギ
のリストアップ作業を主眼 とした。文書整理や関連 リスは,海 峡植民地 に生 まれた人を 「イギ リス臣
研究機関の所蔵資料調査,人 文研のプロジェクトに 民」として保護をあたえることを宣言 した。清朝と
携わった研究者か らの聞き取 り調査,な どである。 してもその対抗策としては,海 外の中国人を 「清国
研究会記録(2007年)臣 民」であると主張する必要があった。っまり19
4月9日 文書整理 世紀になって清朝帝国は,「 華僑」,つ まり 「中心か
4月12日 相談会 らはなれた集団」の存在を追認 したのである。
4月16日 文書整理 華僑という表現の成立には送り出し先の郷里(中
4月27日 分館見学会 華帝国)と 移住先(ヨ ーロッパの植民地)と の政治
5月17日 文書整理 的な利害交渉の錯綜か ら生まれた。近年に華僑 と華
5月18日 本館見学会 人をわける表現も移住先で中国籍を有する前者 と移
6月29日 大阪市大新村文庫見学会 住先の国籍を取得 した後者を区別する中国本国の意
7月25日 文書整理 思を反映したものであった。そうであるとすれば,
8月3日 文書整理&相 談会 アジアの各地域 に分布する華僑華人を研究対象にす
10月2日 奈良本辰也文庫見学会 ることは,ヨ ーロッパ帝国主義の東漸か ら引きおこ
10月19日 相談会 された近代の再編を描 くことになり,送 り出し側の
11月9日 文書整理 中国の帝国社会のあり方,そ して,受 け入れ先の地
12月7日 「雲岡石窟の調査と東方文化研究所」 域であるアジアの植民地,主 権国家の個性を議論す
向井 佑介 ることにっながろう。歴史学における西洋中心史観
12月15日 「口と手の関係 一 身体表現のベイシッ や一国史観からも捉えがたい華僑華人ネットワーク
クス」(横 山班と共催)を,「 制度」 として議論 したい。D.ノ ースによれば,
野村 雅一(ゲ ス ト)制 度 とは 「人間がお互いにかかわりあうときの不安
定さを軽減するために考案された構造」であり,そ
アジア ・ネットワークの研究 班長 籠谷直人 れは法律のような公式的な規制や,「 規範や慣習」
儒教の基本は,祖 先崇拝(孝)だ から,本 籍に住 のような非公式的な制約か ら構成されるルールの束
むことが優先 される。それゆえ 「僑寓」は本籍の対 であった。
峙概念であり,い ずれは帰郷することを前提にした。 ヨーロッパでは,権 力が私的所有権にたいする恣
それゆえ,「 僑」をある集団 として使 うことはな 意的な統制や,財 産の没収という 「横暴」にでるこ
かった。 他方,「 華」 は文明の中心を示 したから,と を抑制 した。公権力を相対化 し,安 全を確保 しう
中心から移動 した人や対象には使わなかった。華人 る市場インフラが形成されて こそ,ヨ ーロッパの工
という表現は,い ずれは帰国する人物を含意 したの 業化が可能であった。M.ウ ェーバーによれば,「 産
であり,も しそうした意味の拘束をさけるのであれ 業資本主義 は,法 秩序の恒常性 ・確実性 ・没主観
ば,「 唐人」 という表現をっかった。っまり,中 心 性 ・法発見(司 法)や 行政の合理的な ・原理的に計
からはなれた海外移住者には,中 国の政治文化の原 算可能」性が高 くなる必要がある。他方で,中 国で
則からややはずれた 「私人」を含意させたほうがよ は,市 場を完全に近づけようとする,議 会や,裁 判
かった。 所,取 引所,そ してイデオロギーなどのイ ンフラが,
しかし,こ うした私人の活動に政治的な枠をはめ 権力と商人との間でつ くられなかった。代議制など
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によって公権力を相対化 して,投 資の安全を確保す 飾ることになろう。商人や海員のネットワークは,
る 「計算可能性」が高まらなかったゆえ,中 国の工 商品,熟 練,使 用人の補充を郷里か ら調達したから,
業化 は遅れたと指摘されてきた。 さらに地縁 ・血縁 ・業縁のネットワークを伸張させ
しか し,近 年の中国の明清史研究の文脈は,公 権 た。日本のように 「イエ」の維持は優先されず,む
力の 「横暴」を強調 していない。むしろ清朝は,人 しろ,血 縁,地 縁,同 郷,同 方言の集団から良質な
の移動に制度的な規制を加えない開放性 と流動性を 労働力を引き出すことが重要であった。
備えていた。帝国にとっては沿岸交易によって台頭 華僑が,「 族譜」 をっくるようになるのも,そ の
した経済主体が,王 権への反抗勢力になることを未 外地で移住者が増加 し,家 族が増えて,先 祖の廟の
然 にふせ ぐことに関心があり,そ うでないかぎり移 香炉や位牌をもって祭りを定期的に開催 したことを
動や交易に介入する意思はなかった。そうした開放 含意 した。そこでは確かな血縁のつなが りでなくて
性を背景に,商 人は権力の後援をうけなくても,地 も,信 用できる人材を兄弟と擬制 して,そ の系譜に
縁 ・血縁 ・業縁を通 して取引コス トを引き下げる工 含みこむことも可能である。日本のイエでは,貯 蓄
夫をこころみた。主権国家や私的所有権のような制 を利殖にむけて,息 子たちに労働を課 して富を増や
度がなくとも,農 業の商業化とプロト工業化による そうとするが,中 国では貯蓄を利用 して,兄 を農民
市場展開がみられた。商人のギル ドやネットワーク に仕立てたあとには,残 った子供たちを,そ れぞれ
のような中間組織 そして村落共同体,家 族などの の能力に応 じて仕事を習得させる。 この対照は,人
制度が,取 引コストを切 り下 げて,市 場の拡張に貢 は 「生産力の理論」に従 うのか,そ れとも 「価値の
献 した。 理論」に従うのかを問うている。
清朝の中国では,地 租の金納化,商 品作物の増加 研究会記録(2007年)
によって人口が増加 した。資源に対して人口がふえ3月5日 国際 シンポジウム 「アジア ・ネッ ト
ると,中 国では二っの対応があった。第一は,余 剰 ワークの研究」中央研究院台湾史研究
労働を吸収する労働集約型経営であり,第 二の対応 所 籠谷直人,大 石高志
は,移 動を通 して,家 族労働を地域外で吸収するこ(神 戸市外国語大),上 田貴子
とであった。土地などの資源の足りない郷里で競争(近 畿大),陳 來幸(兵 庫県大),
を繰 り返せば,人 々は共倒れとなるから,人 々は移 城山智子(ゲ スト:一 橋大)
動 という戦略で競争社会に対応 した。郷里の競争を
念頭にして,華 僑が外地に赴 くときに,生 存の戦略 東方学研 究部
としては,勤 勉,節 約,順 応が徳目とな り,移 住先
での社会的上昇の成功率を高 くする可能性がある。 中国絵画の総合的研究 班長 曽布川寛
生存の戦略として,移 動が選ばれれば,家 族の構 中国絵画の資料 は,発 掘に基づく古代 ・中世作品
成員と協働するよりも,個 人の才能を活かすことが の出現,伝 世する近世作品の公開などによって,近
優先された。それゆえ,教 育への投資 も重視された。 年ますます増加の一途をたどっているが,多 くは未
近隣や宗族が奨学金や旅費を与えることもよくみら 消化のまま放置されているのが現状である。この膨
れたように,移 動には教育水準の向上による人材育 大な資料に対 して,ま ずデータベースによる系統的
成が求め られた。そ して,教 育投資が,各 人の才能 聖理が必要であり,ま た多方面からのアプローチが
を引き出すのであれば,決 して単純な労働に就 くの 要求 されている。本研究班は可能な限り資料を収集
ではな く,科 挙の試験に合格することや,才 能を生 し,様 式論 図像学,画 論,技 法はもとより,バ ト
かした出稼ぎがすすむ。たとえば,科 挙の試験に合 ロン,蒐 集などの観点か ら考察 し,更 に書法 ・笈刻,
格 して,官 界や学者 になって上昇すれば,郷 里の栄 詩文などの面からのアプローチも加え,総 合的な研
誉 になる。そして才能を生かして,商 人や海員とし 究を試みる。今年度は人文研アカデミー ・連続セ ミ
て海外に赴き,成 功 して,送 金すれば,郷 里に錦を ナーにて,「 東西交流の主役 ソグ ドの美術と言語」
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と題 し4名 が特別発表 したほか,班 員及びゲス トス キスタン各地の遺蹟から数多 くの窮本が嚢見された。
ビーカーによる研究発表は,以 下の通りである。 しか し,こ れ らの窮本の研究は,資 料の公開整備が
研究会記録(2007年)格 段に進んだこと,窺 本研究の方法が嚴密化 したこ
1月29日 「「形」にっいての考察」 宇佐美文理 となどにより,近 年全 く新 しい段階に入ったと言え
3月5日 「彬県大佛寺石窟大佛洞造立年代 につ る。本研究班では,漢 文窺本を中心 とし,歴 史 ・宗
いて一 貞観創建説に対する再検討」 教 ・言語 ・文学など様々な角度から楡討を加え,西
張 南南 陸嚢現爲本の総合的な研究を展開する。なお昨年度
3月19日 「趙孟煩筆 「紅衣羅漢図巻」について」 の報告は 『敦煙爲本研究年報』(創 刊號)と して刊
西尾 歩 行された。
「高剣父 と京都画壇」 西上 実 研究会記録(2007年)
4月28日 「「山東省の佛像」解説」 片山 寛明4月23日 「敦煙石窟書塑材料中的麺粉和油」
5月14日 「「古今著聞集』と中国画論」 高 啓 安
河野 道房5月7日 「『現在十方千 五百佛名並雑佛同號』
5月21日 「帝繹天善見城孜 一 眞諦訳 「佛説立世(敦 研068號 背面)に っいて」
阿毘曇論』にっいて」 外村 中 山口 正晃
6月11日 「「劉雪湖梅譜』と文人ネットワーク」6月4日 「フランス國立圖書館所藏のナム語文
小林 宏光 献」 池田 巧
6月25日 「竹田画帖における構図の特質 《亦6月18日 「「文場秀句』 小考 「蒙書」 と類書
復一楽帖》・《船窓小戯帖》を申心に」 と作詩文指南書の間」 永田 知之
吉村富美子7月2日 「流動するテキス トー 敦膣篤本成立の
「瀟湘八景図の川頁序を巡 って」 一例」 高田 時雄
呉 永三9月10日 「長興 四年 中興 殿鷹聖節 講経文(P.
7月9日 「唐代の海図について(続 考)」3808)を め ぐって」 松浦 典弘
竹浪 遠 「薩布試解」 王 丁
9月17日 「「上海 一 近代の美術一」解説」10月22日 「吐魯 番 アス ター ナ第341號 墓(65
弓野 隆之TAM341)出 土 「景龍三年十一月南
10月15日 「ガンダーラ塑像の研究 一 人文研所蔵 郊赦文」研究」 辻 正博
資料の再検討」(共 同発表)「 李盛鐸善藏 「摩詞術纏』 巻第八の文
向井 佑介 ・下垣 仁志 献學的考察」 落合 俊典
10月29日 「広元皇澤寺第二八窟試論」11月19日 「大乗菩薩戒と密教 一S2272V「 金剛
金 銀児 界大毘盧遮那佛撮最上大乗秘蜜甚深心
ll月12日 「安伽 ・史君墓中の宴飲図」 地法門傳受蜜法界大三昧耶修行喩伽心
斉 東方 印儀」を中心に」 齋藤 智寛
ll月26日 「河清元年(562)銘 像からみた中国 ・ 「ペリオ将来 「佛説(天 地)八 陽神呪
北朝期河北地方の造像傾向」 纒』に關する調査報告」 玄 幸子
徐 男英12月3日 「大和寧國藏の華厳経にっいて」
12月10日 「元末四大家の絵画研究序説 一 黄公望 赤尾 榮慶
と椀贋」 曽布川 寛 「俄藏敦煙本 「新集文詞九纒抄』 と法
藏敦煙本 『新集文詞 教林」に關す る
西陵議現中國中世鶏本研究 班長 高田時雄 二 ・三の爲本學的考察」 米田 健志
19世 紀末以來,敦 捏 ・トルファンさらに東 トル12月17日 「美國寄倫比亜大學東亜圖書館所藏敦
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煙文献小考」 余 欣 りあげる。
「西州百姓遊撃將軍石染典 と六胡州の 研究会記録(2007年)
關係について」 中田 裕子2月27日 「『通雅』巻三八宮室 庭煉」
高井たかね
漢簡語彙の研究 班長 冨谷 至4月17日 「AnExplorationintotheResiden-
2007年 も,従 来 と同 じく 「居延漢簡釈文合校」tialEnvironmentinTangChang'an
を主要なテキス トとして,図 版および 『居延新簡」,唐 長安城CG復 元研究(CG併 映)」
「敦捏漢簡』等の他の辺境出土簡魑を参照 しっっ,王 才強HengChye-Kiang
漢代西北辺境出土簡憤史料中の語彙を収集 し,そ の4月17日 「元大都の皇城における庭園」
語義を確定 した。 福田 美穂
担当者および担当範囲(『 居延漢簡釈文合校』 の5月8日 「イン ド佛教の庭園デザインと古代中
簡番号)は 次の通り(敬 称略)。 國の庭園」 外村 中
研究会記録(2007年)5月8日 「「西遊補』の庭園 ・建築群」
冨谷 至…7.6～8.6大 平 桂一
杉村伸ニ…8.7～10.26月9日 一10El國 際シンポジウム 「傳統中國の
宮宅 潔…10。3～10,30庭 園と生活空間」(於 京都市勧業館み
角谷常子…10。31～11.12や こめっせ 後援:日 本學術振興會,
佐藤達郎…ll.13～13.6(財)國 際花と緑の博覧會記念協會)
鷹取祐司…13.7～!4.226月26日 見學會 「善秀隣寺庭園」
米[E健 志…14.23～15.2510月9日 「『通雅」巻三八宮室」 思
森谷一樹…16。1～18.5高 井たかね
井波陵一…18.6～19,2010月23日 「『通雅」巻三八宮室」 患
本研究班 にて確定させた語彙数 は,2007年 末の 高井たかね
時点で,の べ1255ヶ となった。11月13日 「遼代佛塔をめぐる諸問題」向井 佑介
また,一 月十九日には,徐 世虹(中 国 ・中国政法11月27日 「四川 ・雲南調査報告(ス ライ ド併
大学)・ 金誰駿(韓 国 ・翰林大学)両 氏による研究 映)」 福田 美穂
報告がなされた。題名は次の通り。2007年6月9日 一10日 の両 日,本 研究班が中核
「説"正 律"与"労 章"」 徐 世 虹 となって企書運営 した國際 シンポジウム 「傳統中國
「漢代聚落分布的変化:墓 葬和縣城的距離分析」 の庭園 と生活空間」(於 京都市勧業館みやこめっせ
金 乗 駿 後援:日 本學術振興會,(財)國 際花と緑の博覧會
記念協會)が 開催された。この種の主題を掲げた國
傳統中國の生活空間 班長 田中 淡 際シンポジウムは史上初の試みであったが,海 外か
中國の傳統的な生活空聞および造形,す なわち具 ら12名 の招待講演者を含む16名 による充實 した研
膿的には住まい,宮 殿 庭園,あ るいは家具配置,究 嚢表 ・講演が行われ,國 内外から100名 を超える
室内空聞,日 常生活と儀禮等々の諸相をとおして,参 加を得て,終 始白熱 した議論が績 き,好 評裡に閉
その特質を探 る。時代 ・地方を限定せず,ま た建築 會した。
空閲に限 らず,廣 義的な意味で日常あるいは儀禮の
生活空聞を対象 として,中 國學の關連分野および東 三教交渉の研究(2)班 長 委谷邦夫
アジア,周 邊地域の専門家の参加を得て,多 様な研 本研究班は,「 三教交渉の研究」 研究班の後を承
究主題をとりあげてゆく。研究獲表と併行して會讃 け,引 き績き中國中世における儒佛道三教間のかか
するテキス トとして,明 ・方以智 『通雅』宮室をと はりをさまざまな角度か ら研究することを目的に,
-161一
人 文 学 報
2005年 度か ら5年 間の豫定で組織された。2007年 清朝」 望月 直人
は,陳 垣 『道家金石略』所牧の隔唐道教關係碑文の 「青島新聞業の開始 一 ドイツ時代にお
うち以下の七碑の解護を行った。 ける青島の近代新聞」 高 螢螢
奉仙観老君像碑10月19日 「清末山東黄河治水策の終焉」
八都壇神君實録 細見 和弘
奉仙観老君像碑11月16日 「近代的職業外交官の登場 一 外務部期
播尊師碍 の改革を中心に」 箱田 恵子
升仙太子碑11月30日 「卑君宜か ら見た中国革命史再構築の
嵩高山啓母廟碑銘 試み一 作家,編 集者,革 命家の視点
木澗魏夫人祠銘 か ら」 楠原 俊代
12月14日 「明治期雑誌記事と魯迅の 「スパルタ
北朝石刻資料の研究 班長 井波陵一 の魂」」 森岡 優紀
前年度に引き続き,人 文科学研究所所蔵の北朝石
刻資料に関 して,文 字の対校,お よび訓読 ・語注の 漢字情報学の構築 班長 安岡孝一
作成をおこなった。2007年 に取 り上げた資料は,昨 年に引き続き,白 文に対す る自動 「点」打ちプ
「元景造石窟記」「高慶碑」「石門銘」「嵩顕寺碑」 ロジェクトの研究をおこなった。具体的な方法とし
「北魏石窟寺碑」である。 ては,返 り点のっいた漢文を 「教師データ」とし,
そこか ら形態素解析用のコーパスと辞書を生成する
20世 紀中国の社会 システム 班長 森 時彦 ことにした。 この方法で,あ る程度の白文は自動処
清末から現在にいたる100年 間における中国の社 理できる感触を得たが,「 教師データ」 の量が現状
会システムの変動を多様な側面か ら総合的に検討す では不十分であり,さ らに研究を進めるためには,
ることを目的として2003年4月 に発足 した本研究 さらに多 くの 「教師データ」を準備する必要を痛感
班 は,2008年3月 をもって5年 間の研究期間を終 した。
えることになっている。本年の発表は報告論文集に
掲載予定の論考についての予備報告を中心におこな 中国古代の基礎史料 班長 浅原達郎
われ,若 手研究者の意欲的な報告が多くを占めた。 引 き続 き,上 海博物館蔵楚簡 を読んだ。昔者君
研究会記録(2007年)老 ・内礼(1月26日),容 成氏(2月2日 ～2月
2月2日 「青島における新聞史の開始」23日)と 進み,容 成氏はまだ読了 していない。
高 榮螢 『日古』第8号(3月23日)を 刊行 し,「読上海
2月16日 「日中戦争期における 「国防映画と辺 博物館蔵楚簡札記序」(浅 原達郎)を 掲載 した。上
境」」 韓 燕麗 海博物館蔵楚簡の解読の過程で,竹 簡の見ために注
4月27日 「庶民のたあの書き言葉を求めて一 清 意することの重要性に気づいたので,そ のことを論
末から民国へ」 蒲 豊彦 じている。
5月18日 「上海共同租界警察 文書 とシステ2007年3月 を もって3年 の所定の期間を終了 し
ム」 石川 禎浩 たが,ゴ ールのある研究班ではなく,そ のままの姿
6月1日 「陶行知とデューイ」 川尻 文彦 勢で新 しい研究班に移行する。
6月15日 「清末,広 東における地方自治政策 と
自治研究社」 宮内 肇 銀雀山漢墓竹書残簡の整理 中国古代の基礎史料
6月29日 「領域化する郷 一 四川農村の近代」 班長 浅原達郎
小島 泰雄 中国古代の基礎史料班をそのまま継続 し,基 礎的
9月28日 「メコン河上流域における英仏対立 と な史料や論文を読んでいくが,平 行 して 「銀雀山漢
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墓竹書残簡の整理」 という課題を設定 した。とりあ 員長),水 口幹記助教授(漸 江工商大学 日本文化研
えずは,す でに公表された銀雀山漢簡を呉九竜 『銀 究所)を 招いて,特 別講演会を開催 した。詳 しい内
雀山漢簡釈文』の番号 と対照 していくところから,容 は左記の通 りである。
作業を始めている。 研究会記録(2007年)
前班から引き続 く基礎学習は,論 文と古文字資料1月13日 『五行大義』巻二,論 徳 石立 善
の二本だてとし,論 文 は嚢錫圭 「従馬王堆一号漢墓1月16日 「医心方』巻二 閻 淑珍
"遣冊"談 関干古隷的一些問題」(4月20日 ～11月2月4日 特別講演 「近二十年来中国的医学文化
2日)か ら始めて,同 じく 「寒食与改火一介子推焚 史研究」 朱 建平
死伝説研究」(11月16日 ～12月21日)に と りか2月20日 『医心方」巻二閻 淑珍
かったところである。資料 は,引 き続いて上海博物4月28日 「五行大義」巻二,論 合 森村 謙一
館蔵楚簡 ・容成氏(4月20日 ～27日)を 片づけ,5月19日『五行大義』巻二,論 合 森村 謙一
次に,班 員の希望のあった邪君啓節(5月11日 ～6月5日 「春秋繁露』祭義篇 武田 時昌
6月8日)を 読み,ま た上海博物館蔵楚簡にもどっ6月12日 「春秋繁露』郊祭篇 木村 亮太
て,周 易(6月15日 ～10月19日),中 弓(10月6月24日「五行大義』巻二,論 合 森村 謙一
26日 ～ll月30日)と 読み進み,恒 先(12月7日 「五行大義』巻二,論 扶抑
～21日)に とりかかっている。 多田 伊織
読書記録をまとめる作業はなお遅れていて,『 日7月3日 「春秋繁露』四祭篇 木村 亮太
古」第9号(4月6日)に 郭店楚簡の五行 ・魯穆公7月21日 『五行大義』巻二,論 扶抑
問子思 ・窮達以時,「 日古』 第10号(9月14日)多 田 伊織
に郭店楚簡の唐虞之道 ・忠信之道および那君啓節の 特別講演 「天地瑞祥志にっいて」
札記を公表 した。 水口 幹記
7月24日 「春秋繁露』四祭篇 木村 亮太
陰陽五行のサイエンス 班長 武田時昌8月4日 『医心方』巻四 武田 時昌
陰陽五行説は,物 類や自然現象の法則性や相互関8月7日 「医心方」巻二 閻 淑珍
係を説明する原理 として大いに用いられた学説であ10月16日 研究発表 『春秋繁露』郊祀諸篇の錯簡
り,中 国の諸分野において独自の理論構造を生み出 部分の再検討 木村 亮太
すパラダイム的な役割を果たした。これまでの研究 研究発表 「劉完素の人物と著作にっい
においては,陰 陽五行説の成立過程や配当説,そ れ て」 三鬼 丈知
を援用 した漢代の政治思想等に詳 しい考察が試みら10月20日 「五行大義」巻二,論 扶抑
れてきた。 しかしなが ら,三 国時代以降の史的展開 多田 伊織
や理論構造の特質ついては,十 分な検討がなされて 『五行大義』巻二,論 相剋
いるわけではないように思われる。そこで,自 然学 村田 浩
に限らず思想,宗 教か ら文学,諸 技芸に至る多彩な11月6日 劉完素 「素問玄機原病式』
分野において,天 人感応,物 類相感等を含めた陰陽 三鬼 丈知
五行の説明原理が,実 際にどのように活用されてい11月17日 『五行大義』巻二,論 相剋
るのかを分析 し,包 括的,複 眼的な見地からその構 村田 浩
造 と特色あるいは限界性を考究したいと考えている。11月27日 研究発表 「「黄帝内経』の陰陽五行説」
2007年 は,引 き続 き 「五行大義』巻二,「 医心 熊野 弘子
方』巻二を会読するとともに,『 春秋繁露」郊祀諸12月15日 『五行大義』巻二,論 刑 橋本 昭典
篇の読書会 も行 った。また,朱 建平教授(中 医科学
院中国医史文献研究所副所長,中 華医史雑誌編集委
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元代の法制 班長 岩井茂樹10月16日 『元典章」礼部校定本の検討
2004年 度から発足 したこの研究班は,元 朝時代10月30日 『元典章」礼部校定本の検討
の行政文書 ・法制文書の会読をっ うじて,そ の時代11月20日 「元典章」礼部校定本の検討
の制度 と社会にっいて知見をひろめることを目的と
している。参加者それぞれが,会 読の作業のなかか 中国近世日用類書の研究 班長 金 文京
ら研究すべき課題を見いだ し,こ の時代の制度 と社 本研究班は,こ れ以前の 「元代の社会と文化」研
会の特質を理解する足がか りを得ることを期待して 究班を受け継いで,中 国近世の代表的な日用類書で
いる。 とくに,前 後の時代との連続と断絶という問 ある 「事林廣記』の会読を行い,訳 注作成を目的と
題にっいて洞察を深めたい。すでに 『大元聖政国朝 したものである。ただし 『事林廣記」は大部の書物
典章」28～33お よび 『新集至治条例』所収の礼部 であり,前 の研究班から6年 をかけて,よ うやく全
にかかわる部分の会読を終えた。当該部分にっいて,体 の約3分 の1を 読み終わったのを機に,ひ とまず
校訂電子本文を閲覧 ・検索するWebア プ リケー 終了することとした。訳注の一部は 「東方学報」 に
ションを公開するとともに,「 東方学報」京都第81発 表 したが,全 体の成果報告をどのような形で出す
冊,同 第82冊 に 「『元典章 礼部』校定と訳注」と かについては,今 後,検 討するっ もりである。なお
して,巻28,巻29の 訳注を掲載 した。本年度は,「 元代の社会 と文化」研究班にっいては,昨 年10月
班員およびゲス トによる研究報告のほか,新 出の に,研 究成果として 「元刊雑劇の研究一三奪架 ・気
「至正条格』についての検討をおこなった。2007年 英布 ・西蜀夢 ・単刀会』(共 著 汲古書院)を 刊行
1月 ～12月 の報告題目と担当者を掲げる。 した。
研究会記録(2007年)
1月16日 「室町日本の朝貢使節 と貢使宋素卿」 唐代文学の研究 班長 金 文京
山崎 岳 本研究班 は,正 倉院所蔵,光 明皇后親筆 として有
2月6日 「無商不国 清末,一 人の候補官の北 名な唐代の書儀(手 紙の文例集)「 杜家立成雑書要
京旅行」 伍 躍 略」の会読,訳 注作成を目的としている。本年度は,
2月20日 「宋夏元符和議と遼宋事前交渉」 全体で36あ る往復書簡文例のうち,第8ま でを読
毛利 英介 了,訳 注原稿を作成 した。 また10月 には,大 谷大
3月6日 「興中府三学寺とll60年 代金朝の寺観 学文芸学会 との共催により,南 京大学教授,曹 虹氏
政策」JesseSloaneの 講演会(題 目 「李清照与魏晋風流」)を 開催 した。
3月20日 「北宋末の薬京一族」 藤本 猛
4月17日 「清初の内外互用論と内陞外転論」 真諦三蔵とその時代 班長 船山 徹
小野 達哉 今年度は下記の内容にっいて訳注を作成 し,検 討
5月15日 「江海の賊から蘇松の憲へ」 を行った。()内 は訳注担当者。「続高僧伝』法泰
山崎 岳 伝,智 憧伝(坂 内栄夫),同 ・曹毘伝,智 敷伝,道
6月5日 「徽州明代訴訟関係文書か ら見た事件 尼伝(古 勝隆一),同 ・曇遷伝(萎 谷邦夫),真 諦撰
処理過程」 岩井 茂樹 「部執論疏』供文(加 納和雄,大 竹晋),真 諦撰 『解
7月3日 「李斉賢在元事跡考 一 峨眉山奉祀行」 深密経疏」 侠文(齋 藤智寛,藤 井淳),真 諦撰 「金
金 文京 光明経疏」 侠文(播 哲毅,三 宅徹誠),真 諦撰 『摂
7月17日 「「至正条格』臆議」 植松 正 大乗論義疏』イ失文(那 須良彦,室 寺義仁),真 諦撰
9月18日 「「至正条格』出現の意義 と課題」 「九識章』侠文(吉 村誠)。 また,「 九識章』 の意義





中国古鏡の研究 班長 岡村秀典 後には日本の中国学に大きな影響を与えたことも忘
漢代の銅鏡は,図 像紋様の変化がいちじるしく,れ て はなるまい。2006年4月 より三年計画で発足
考古資料の年代をはかる指標 として東アジア各地で した本研究班 は,20世 紀中国の社会主義文化の諸
重視されてきた。また,そ の図像 と銘文は,漢 人の 相を主に歴史的視点か ら研究することを目指 してい
精神世界をものがたる資料 としても注意 されてきた。 る。2年 目に入った今年は,4月 の京都大学現代中
そのような視角 に留意 しながら,昨 年にっづき音韻 国研究拠点(人 文研附属現代中国研究センター)の
論から漢鏡の銘文を論 じたB.Karlgren,"EARLY発足に伴い,同 拠点の研究グループ1の 事業という
CHINESEMIRRORINSCRIPTIONS"(BMFEA,性格を合わせ持った活動を行った。本年の報告は以
No.6,1934)を 会読 した。平行 して実施 した研究発 下の通りである。
表は以下のとおり。1月26日 「孫文の科学観形成 一 香港西医書院と
研究会記録(2007年)ジ ェームス ・カントリー」武上真理子
1月9日 「中国古鏡における陰陽五行的銘文表2月9日 「知識人 と"辺 彊"問 題 一 顧額剛を中
現(続)」 光武 英樹 心に」 島田 美和
1月30日 「魏晋鏡の仏像」 向井 佑介4月20日 「西北歴史争論問題始末 一"敏 感"な
2月13日 「三角縁神獣鏡の研究史」 下垣 仁志 歴史問題は如何に処理されてきたか」
2月27日 「魏晋南北朝代の装身具」 輩 文 石川 禎浩
4月10日 「羅振玉 「鏡話」と清朝の古鏡研究」5月11日 「文革期の地下文学 一"手 抄本"作 品
岡村 秀典 の出版 とその研究」 瀬辺 啓子
4月24日 「銅鏡生産の変容と交流」 森下 章司5月25日 「陳独秀の 「最後の見解」をめぐって」
5月22日 「南朝鏡の設定」 岡村 秀典 江田 憲治
6月12日 「山東臨潴発見の漢代鏡箔について」6月22日 「画家 ・何香凝に関する一考察」
廣川 守 竹内 理樺
7月3日 「古鏡研究の思想」 山 泰幸7月6日 「沈従文について一 作品 「辺城」の題
10月16日 「羅振玉以後」 岡村 秀典 記に関する考察」 佐原 陽子
10月30日 「山東出土鏡箔の研究(2)」7月13日 「中国現代思想史上的"自 由主義"」
廣川 守 章 清
11月20日 「三角縁神獣鏡の銘文」 下垣 仁志7月20日 「京都大学の中国近現代史研究」
12月11日21世 紀COE国 際 シンポジウム 「漢字 狭間 直樹
文化三千年」9月21日 「日中戦争前期における中国共産党の
党軍関係に関する一考察」田中 仁
中国社会主義文化の研究 班長 石川禎浩10月5日 「「倭竃」と資本主義萌芽論争」
冷戦体制の終結以後,い わゆる"社 会主義の文 山崎 岳
化"は 世界中で風化 しっっあるが,今 日の中国には,10月12日 「清末における湖南教育総会の位置づ
社会主義的な文化様式やイデオロギーがなお根強 く け一 提学使呉慶抵 の教育行政との関
残存 している。 わりから」 宮原 佳昭
現にそれ らは,一 般民衆の思考様式になお影響を10月26日 「翼魯豫区の中共基層組織と会党」
与え,現 体制の文化政策を方向付け,そ して中国共 丸田 孝志
産党史 の歴史記述を強 く規定 している。また,2011月9日 「社会主義文化としてのスポーッ」
世紀中国における社会主義文化の展開は,同 時代日 高嶋 航
本の社会主義文化の影響を受けたばかりでなく,戦12月7日 「清末の"自 由主義"」 川尻 文彦
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